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巻頭特集

負けてたまるか

アジア旋風に打ち勝て！
石川のモノづくり

不景気や海外からの攻勢を跳ね返そ
うと、県内の中小企業でも商品開発
や創意工夫が続く。写真は、自社製品
開発で脱下請けを図るタカヒロ技研。



巻頭
特集

高度成長をリードしてきた日本の製造業。そのお家芸とも言える、高度な加

工技術と精緻な品質管理の中核を担ってきたのは、圧倒的多数を占める中

小企業である。しかし、近年攻勢を強めるアジア諸国の低価格商品を前に、

製造拠点の海外移転に加えて人材の高齢化などで、存続が危ぶまれるとこ

ろも少なくない。その窮地を脱するためには、付加価値の高い商品開発と創

意工夫で、競争力を増すしかない。今回の特集では、躍進する石川県内の中

小製造企業を紹介し、アジア旋風に打ち勝つヒントを探る。
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→三興電機製作所
で活躍するベンデ
ィングマシン。左
側のモニターで確
認しながら加工を
進めていく。

↑金属加工分野で専門技術に特
化し差別化を図る三洋製機

↑でき上がったプレス加工品
を自動的に受け取るタカヒ
ロ技研の「カウントレシーボ」

負けてたまるか

アジア旋風に打ち勝て！　
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長引く不況や国内需要の伸び悩

み、工場機能の海外シフトなどを背

景に、日本の中小製造業は厳しい環

境に置かれている。

中小企業庁が今年4月に発表し

た「中小企業白書」によると、2002

年の中小企業の倒産件数は過去6

番目に多い約18,000件を数え

た。中でも、販売不振や累積赤字、売

掛金回収難を原因とする「不況型倒

産」が実に73.6％を占め、厳しい状

況に陥っているのである。

確かに、日本経済はオイルショッ

クや円高不況など、さまざまな苦境

を乗り切ってきた。だが、今回の不

況ばかりは、全く読めない先行きに

対して、かつてない閉塞感が募って

いると言っても過言ではないだろ

う。

もちろん、そんな逆境をものとも

せず、活躍する中小企業もまた多

い。

例えば、東京にある岡野工業は、

社員6人という小さな所帯ながら、

携帯電話用のリチウム電池ケース

でトップシェアを誇っている。ま

た、東大阪の町工場群は、持ち寄っ

た技術で小型衛星を共同開発し、

2005年に打ち上げを計画するな

昨年の倒産は18,000件
4社に3社が不況型

1

↑北陸有機工業はスーパーエンジニアリング
プラスチックの切削加工で強みを発揮する。

！　石川のモノづくり
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加工機すべてに「カウントレシー

ボ」を取り付け、約束どおりに納品

することができた。

ちなみに、「カウントレシーボ」は、

プレス加工機1台につき12の袋を

取り付けることができ、1袋に規定

数がたまると自動的に回転して、次

の袋に完成品を詰める仕組みにな

っている。

そして、自社の作業用に開発した

「カウントレシーボ」を見た機械メ

ーカーの営業マンから、商品として

市販するよう勧められ発売したと

ころ、昨年だけで約20台が売れる

成果を上げたのである。

同社では、ユーザーの声を吸い上

げながら性能や使い勝手の向上に

取り組み、今年の販売目標は50台。

西村弘社長は、「プレス加工に携わ

る人間が必要に迫られて開発した

製品だから、同業他社にとっても便

利なのだと思う」と話し、将来はプ

レス加工に次ぐ事業の柱に育てる

ビジョンを描く。

タカヒロ技研と同じ下請け型な

がら、培ってきた高度な技術と納期

厳守で、ライバルに徹底して差をつ

けようというのが三洋製機（加賀

市）である。

同社は、部品メーカーからの仕事

を待つ完全受注型の企業である。昭

和52年、金属加工の現場でたたき

上げた彦野敏之社長が脱サラして

創業し、以来、一貫して部品加工

ど、低価格を武器にしたアジアには

真似のできない技術力で生き残り

を模索している。

同様の動きは、石川県内でも活発

化している。

プレス加工を手がけるタカヒロ

技研（松任市）も、その中の一社であ

る。現在、同社では、自社で開発した

「カウントレシーボ」と呼ぶプレス

加工機の周辺機器が好調で、“脱下

請け”を目指してさらにアクセルを

踏み込む気配だ。

タカヒロ技研の主力は、カメラや

時計などに組み込む電子部品の製

造。多いときには年間5～6億個生

産し、国内生産量の30～40％をカ

バーしてきたが、下請け企業の宿命

とも言える価格競争に巻き込まれ、

受注量も減少傾向にあったという。

そんな同社が、自社開発のきっか

けをつかんだのは、約2年前、ある

プレス加工品を大量に受注したこ

とだった。

納期を守るためには、夜中も機械

を動かして稼働率を上げる必要が

あり、無人の間に出来上がった加工

品をどうやって袋に詰めるかが問

題となった。というのも、当時、部品

を詰める袋は、規定の数に達した時

点で、手作業で取り換えるしか方法

がなかったからである。

早速、電気関係や機械設計に詳し

い社員を集めて協議し、試作機の開

発に着手した。そして、試行錯誤の

末、工場内にある15台のプレス

“脱下請け”で体質強化
自社製品の開発に挑む

2

↓

↑

完全受注型にも活路
特化した“専門技術”で差別化

3

↑タカヒロ技研が開発した「カウントレシーボ」。
下請けからの脱皮の足がかりになる。

↑「カウントレシーボ」は当初、自社の機械
に取り付けて、検証しながら開発を進めた。

→「シーケンサを
内蔵することで小
型化、軽量化に成功
した」と話すタカヒ
ロ技研の西村社長。

タカヒロ技研（株）
松任市横江町279
TEL 076-276-8331
http://www.takahiro-giken.co.jp
代表者：代表取締役社長　西村 弘

従業員数：10人（うちパート4人）
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備である。

その意味でも、汎用機を自在に操

作できる人材の確保は同社の生命

線に違いなく、平均年齢33歳とい

う若い会社が持つエネルギーが発

揮されるのは、いよいよこれからと

言えよう。

ITをうまく活用することによっ

て、現状を一変させることも不可能

な時代ではなくなった。

そのモデルが、制御機器や情報機

器を格納するステンレスボックス、

スチールボックスを製造する三興

電機製作所（金沢市）である。

長らく制御盤を主力製品にして

きた同社が、格納ボックスへとギア

を入れ替えたのは今から3年ほど

前のこと。手間ひまのかかるオーダ

品の割には利益率の低い制御盤の

成長性に見切りをつけ、量産が可能

な格納ボックスのフリックスシス

テムの開発に取り組んだ。

そして、その格納ボックスで、同

社独自のフリックスシステムをバ

ックアップしているのがITである。

具体的には、標準仕様で設計してあ

るステンレスボックス、スチールボ

ックスに、クライアント指定の寸法

（幅、高さ、奥行き）と部品取付に必

要な穴加工の情報を入力すれば、コ

ンピュータグラフィックス（CG）が

の分野で技術を磨いてきた。

扱う素材は、ステンレス、ハステ

ロイ、パーマロイ、アルミニウム、チ

タン、ベリリウム銅など多種多様な

金属・合金類から樹脂類までと広

く、しかも高い精度が求められる部

品を得意としている。

リピートのくる部品の数は約

3,000点に及び、小さなものは米

粒大のものまである。そのうち、

60％から70％は油圧や空調、脚回

りなどの航空機部品が占めている。

「近年、コスト圧縮で海外へ発注

する部品メーカーが増える中、精度

や納期のトラブルが原因で、再度、

わが社へ注文を出してくれるケー

スがある」と彦野宏和取締役部長が

胸を張る、同社への厚い信頼を支え

ているのが、加工技術にたけた人材

の蓄積である。

加工は、素材によって切削条件が

変わるのはもちろん、同じ素材でも

季節や天気によって微妙に変わっ

てくる。だから、どんなにコンピュ

ータ制御のＮＣ旋盤が進化した現

代でも、常に均質な部品を削り出す

決め手となるのは、それらを熟知し

た人間の経験や勘なのだそうだ。

このため、同社では、加工の原点

とも言える手動で削り出す汎用型

の工作機械で若手の人材育成を行

っている。自分の手や体で覚えてい

くことが上達の土台であり、NC旋

盤のプログラミングでも絶対に欠

かせないという理由からだ。

同時に、同社では強まる短納期ニ

ーズに応えるための体制づくりを

進めている。そのひとつが、どんな

注文にも応用の利く汎用機の整

制御盤から
格納ボックスメーカーへ
後発の不利はね返した“IT”

4

↓

↑部品加工のスペシャリストに特化して差別化を図る三洋製機

→高度な加工技術
が光る数々の部品。
金属・合金類、樹脂
類と、幅広い素材へ
の対応が自慢

（株）三洋製機
加賀市黒崎町あ19-4
TEL 0761-75-1011
http://www.spp.co.jp/seiyukai/suns.html
代表者：代表取締役社長　彦野 敏之

従業員数：23人



自動的に完成イメージを作成し、設

計図を確認できるCADデータと製

造用のCAMデータも作成するので

ある。

これまで、曲げ加工や溶接の分か

る熟練者でなければできなかった

CAD／CAMデータの作成を、だれ

もが簡単、スピーディーにできるよ

うになった点が画期的であり、また、

完成イメージをCGで提案できる

ため、試作品を作る必要がなくなり、

コストの削減と納期短縮にもつな

がっている。

従来、競合する大手ボックスメー

カーの製品には、「穴加工をしてく

れない」「サイズや色の指定ができ

ない」などの不満がユーザー側にあ

った。これに対して、三興電機製作

所の製品はそれらの課題も解消し

ただけに、後発メーカーながら市場

での健闘ぶりが目立つ。

実際、3年前まで同社の売り上げ

の70％を占めていた制御盤に取っ

て代わって、現在、格納ボックスが

80％を占めるまでになり、利益率

も約20％アップした。木村諭専務

は、「最終的には、インターネットを

活用して中国の板金工場との連携

を進め、さらに製造コストを下げた

い」と述べ、ITを活用した利益体質

の強化を加速させる考えだ。

人材や資金面で技術的なブレー

クスルーが難しい中小企業にとっ

ては、大学の英知を活用する“産学

連携”に活路を見いだすのも、ひと

つの手段だ。

プラスチックの精密切削加工を

手がける北陸有機工業（金沢市）は、

金沢工業大学と連携して切削用の

オリジナル工具を開発し、業界内で

一歩先駆けた存在感を示している。

同社がメインとするのは、半導体

や電子部品の製造機械の関連部品。

中でも、スーパーエンジニアリン

グ・プラスチックと呼ぶ耐熱性プ

ラスチックの加工に優れており、現

在、売り上げの30％を占めている。

そして、この専門分野で強みを発

揮する同社の悩みの種となってき

たのが、プラスチックの切削用工具

だった。そもそも、プラスチックの

切削加工はマーケットが小さいた

めに専用工具がなく、同社では金属

加工用の工具を使い、回転数や歯の

角度を調節するなどの工夫をして

きた。だが、作業スピードが上がら

ず、加工面が荒れるという問題があ

った上、スーパーエンジニアリン

グ・プラスチックは、汎用プラスチ

ックに比べて加工が難しく、カンナ

をかけるように工具を何回も往復

させて対処せざるを得なかった。

そこで、創業者の明康夫会長は4

年前、金沢工業大学の新谷一博教授

のもとを訪れ、専用工具を共同で開

発することを決めた。大学が持つ研

究シーズと実験施設を活用する一

方、同社のノウハウを注いで試作を

進め、ついに完成にこぎつけた。
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人材と開発資金のネックを
“産学連携”で解消

5

↓

（株）三興電機製作所
金沢市西金沢1丁目100番地
TEL 076-241-8237
http://www.kz-sds.co.jp
代表者：代表取締役社長　宮下 英夫

従業員数：42人

↑三興電機製作所は独自のフリックスシステムを活用して、完成イメージをCGで提案する。

←三興電機製作所
が作るステンレ
スボックス

↑
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工具の表面にはダイヤモンドを使

った特殊コーティングを施し、刃先

の角度を綿密に調整することで、つ

いにスーパーエンジニアリング・プ

ラスチックを一度で滑らかに削るこ

とができるようになったのである。

産学連携の成果について、松本充

夫社長は、「開発ノウハウの不足を

補ってくれたばかりか、実用化まで

のスピードアップや研究開発にか

かる負担の軽減にもつながった」と

評価する。

そして、今後、ますます拍車がか

かると予想される製造業の中国シ

フトをにらみながらも、「高度な技

術力を要求される半導体や電子部

品の製造は日本に残るはずだ。わが

社は、その際に必要とされるスーパ

ーエンジニアリング・プラスチッ

クの加工に軸足を置くことで、生き

残りをかけたい」と決意を込める。

ところで、産学連携が効果的と

分かっていても、「大学は敷居が高

いから」と身構えてしまう企業も

少なくないだろう。そんな時は、

ぜひIS ICOを活用してほしい。

ISICOでは、産学官連携のコーデ

ィネート役として、さまざまな技

術相談や大学、公設試験研究機関

との共同研究推進のパイプ役を

担っている。

また、県内のモノづくり産業の

より一層の高度化を目的に、企画

立案から事業化まで各段階に応じ

たモノづくり支援を実施している

（別項参照）。

このほか、発注企業を見つけた

り、新製品の販路を確保するため

に、企業に代わって技術や商品を

PRするサービスのほか、県内企業

と県外企業のマッチングなどサポ

ート体制も充実している。

日本経済を支えてきた中小製造

企業には、まだまだ未知の分野が

ある。わけても、国内シェアナン

バーワンの個性的なニッチトップ

企業を多数生んできた石川県から

の、新たな挑戦と躍進に期待をこ

めたい。

ISICOの支援策を活用して
独自に活力を呼び込め

6

↓

北陸有機工業（株）
金沢市黒田1丁目142番地
TEL 076-249-2930
http://www.h-yuuki.co.jp
代表者：代表取締役会長　明　 康夫

代表取締役社長　松本 充夫

従業員数：25人

↑半導体や電子部品の製造に使われ
るプラスチック部品。

↑金沢工業大学との共同研究によって生み出されたプラ
スチック加工の専用工具で他社との差別化を図る。

モノづくり高度化技術
取得講座開催事業
県外先進地からの最新技術情報の習得を支援

モノづくり高度加工技術
可能性調査事業
新しい加工技術が自社に導入可能か等の見極め
を支援

モノづくり基盤技術高度化
コンサルティング事業
第一線のコンサルタントを現場へ派遣します

新製品開発事業化可能性調査事業
国の大型プロジェクト申請前に整理しておくべ
き課題の解決を支援

モノづくり再生・
経営革新企業設備貸与事業（19ページ参照）

※募集を終了した支援メニューもあります。
詳しいお問い合わせは県産業創出支援機構
TEL.076-267-1001まで。

1

2

3

4

5

《モノづくり支援メニュー》
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�
ビジネス・フロンティアに進路を取れ！�

山岸製作所が開発した照明スタン

ド「Mitsub」は、スギ板のシェード部

が、明かりをつけると一瞬にして加賀

友禅の小紋の模様に変わる不思議な

商品である。

シェード内部から光を当てると、小

紋柄が現れる技術は、木造内装工事を

得意とする同社が、旅館のインテリア

を手がけた際に実用化した。スギのシ

ェード部の内側に、ガラスと加賀友禅

の柄の染付けに使う手捺染型紙
てなっせんかたがみ

をは

めこんであり、スギ板の厚さを0.5ミ

リ以下にすることで、板を透かして型

紙の模様が浮かび上がるわけである。

一つひとつが手作りのため、製作に

は1カ月ほどかかり、価格も9～15万

円。スギは木目が美しい秋田産の能代

スギ、型紙も職人が手で彫刻しカキ渋

で染めたものを使うなど、細部にまで

こだわりを見せている。また、友禅の

模様は、台帳の中から選べるほか、家

紋を入れることも可能である。

オーダーメードの品だけに大量に

売れる商品ではないが、同社では、「和

室ばかりか洋室を小粋に演出するイ

ンテリアとしての提案など、展示会を

通して多くの人に見てもらいたい」

（尾崎智恵子専務）と、話している。

ISICOではこの秋、東京都内で「ISHI-BRAマーケッ

トプレイス」を開催する。これは、首都圏の大手百貨店

や小売店、商社のバイヤーを招いて行う商談会で、当日

は県内中小・ベンチャー企業37社が開発した一般消費

者向けの商品40点について、商品の展示、プレゼンテ

ーションを行い、首都圏での販路開拓を目指す。首都圏

への売り込みはもちろん、商品やパッケージなどについ

て、消費者をよく知るバイヤーから直接アドバイスを受

ける絶好の機会として、その成果に注目が集まる。この

ほか、首都圏でのパートナー発掘、ビジネスマッチング

を目的に「ビジネスプラン発表会」も同時に開催する。

↑点灯後は、柔らかい
明かりとともに、加賀
友禅の模様が浮かぶ

→スギの木目が美し
い電気をつける前の
「Mitsub」

（株）山岸製作所
金沢市小金町3-31

TEL 076-252-5121 FAX 076-253-9220
http://www.yamagishi-p.co.jp/

1
友禅模様が浮かぶ不思議なインテリアスタンド

Mitsub（ミツブ）

首都圏をターゲットに商談会を開催
ISHI-BRAマーケットプレイス

【開催日時】
11月21日（金）
●展示会
13:00～17:30
●ビジネスプラン発表会
13:00～17:00

【開催場所】
●ISHI-BRAマーケットプレイス
赤坂プリンスホテル別館
5階ロイヤルホール
●ビジネスプラン発表会
赤坂プリンスホテル別館
3階クイーンホール

石川ブランド認定製品の開発ポイントや
今後の戦略を紹介します。

｜S｜C｜O｜P｜E｜



未開の分野や未知の領域に新たに挑むー
そんなビジネス・フロンティアを目指す企業に贈る

販路開拓の事例、情報などを紹介していきます。
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中小企業の優秀な技術、製品等

を一堂に展示する「中小企業テ

クノフェア2003」がこの秋に開

催され、県内から7社が出展する。

新規取引先の開拓やビジネスマ

ッチング、最新技術動向の把握

などに役立つもので、多くの企

業との出会いが期待される。

｜N｜E｜W｜S｜

販路開拓を目指し、県内から7社が出展
中小企業テクノフェア2003

出展企業等
①（株）エコシステム②（有）エコテック③京町産業車輌（株）④（株）三洋製機
⑤タカヒロ技研（株）⑥（株）ドウワ工業⑦（株）森山鉄工⑧金沢市

【問い合わせ先】

県産業創出支援機構 企業振興部
TEL 076-267-1140

タワー型の大型看板「スクープ」は、

パネル面にテトロン素材の特殊シー

トを使い、重量を従来品の約3分の1

まで軽くしている点が大きな特徴で

ある。軽量化と合わせて、取り外しが

簡単なパネル着脱構造にしたことで、

メンテナンスを専門業者に依頼する

必要がなくなった。

また、テトロン素材の特殊シート

は、光を均一に拡散させる性質があ

り、看板の中の蛍光灯がサインを鮮明

に浮かび上がらせる効果を持ってい

る。さらに、従来のアクリル板のパネ

ル面で見られた温度変化の影響によ

るゆがみも解消することができた。

スガモトテントでは、長年、テント

やカーテンを扱ってきた経験を基に、

この特殊シートに張りを出す技術を

付加して、看板という商品化にこぎつ

けた。同時に、パネル着脱構造の採用

で、各パーツを既製品化でき、低価格

化と合わせて、客が色や材質、形を好

みや要望に応じて選べる点も魅力に

なっている。

同製品は今年中に販売を開始する

予定。特殊シートにはインクジェット

のダイレクト印刷ができる加工を施

してあり、看板デザインを手掛ける業

者からの受注も見込めるとしている。

販路開拓の第一歩として、今年秋の

「ISHI-BRAマーケットプレイス」（8ペ

ージ参照）に参加することにしており、

菅本清二代表取締役は、「まずは雰囲

気を知り、その反応を踏まえて販売戦

略を煮詰めていきたい」と話している。
↑縦4m、横1mのパネルが1枚18kgと、持ち
運び便利

（株）スガモトテント
加賀市加茂町307

TEL 0761-76-0006 FAX 0761-76-4006
http://www.sugamoto.com/

2
｜S｜C｜O｜P｜E｜

特殊シート使用で軽量化を実現

2面式タワー看板「スクープ」

会場 東京ビッグサイト東2・3ホール（東京都江東区）
日時 10月29日(水)～31日(金)

午前10時～午後5時(最終日は午後4時終了)
入場料 無料
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「ライフケア、ヘルスケア分野でシ

ーズ探しをしていたビーロードさん

が音頭を取るかたちで、北陸ライフ

ケアクラスター研究会を研究母体に、

活性酸素消去能を高めた生薬微粉末

配合新規抗加齢化粧品の開発をスタ

ートしました」。

北陸ライフケアクラスター研究会

会長を務める太田富久金沢大学薬学

部教授は、地域新生コンソーシアム

に取り組んだきっかけをこう振り返

り、「短い時間でしたが、特許の申請

にこぎつけるなど、内容の濃い研究

をやれました。今後も抗酸化能の研

究を続けたい」と、満足した様子で

同事業を評した。

化粧は加齢による肉体的変化をカ

バーするだけでなく、精神的にも若

さを保つ一助となる。特に肌の衰え

とともに目立ち始めるシミやシワに

対処するための基礎化粧品の需要は、

現在、6千億円ほどの市場規模であ

ると言われる。高齢社会の進展につ

れて今後ますます拡大すると考えら

れ、起業や新規事業の進出分野とし

ては有望な“鉱脈”と言えよう。

シミ、シワの原因はさまざまだ。

しかし、いずれも生体内に発生する

活性酸素による酸化が関与している。

従来の化粧品は、多くの抗酸化物質

を配合して酸化を防ごうとしている

が、この抗酸化物質が新たな活性酸

素発生の原因にもなっており、現在

市販されている大部分の化粧品はこ

の点に注意が払われていない。

今回の地域新生コンソーシアムで

は、有効成分を天然植物に求め、既

存品より優れた抗酸化能を有する抗

加齢化粧品の開発を目指した。

プロジェクトリーダーを務めたの

は、わが国の天然物化学分野の第一

人者である、前出の太田教授だ。ほ

か、北陸先端科学技術大学院大学の

辻本和雄教授、金沢大学医学部の鈴

木信孝講師や、金沢市内のベンチャ

ー企業・株式会社ビーロード、美川

町に製造工場を置く漢方薬メーカー

の小太郎漢方製薬株式会社が参加し、

役割分担のもとプロジェクトを進展

させた。

まず、漢方製剤、漢方素材（生薬）、

食品、天然ハーブなど合計2百種類

の天然素材をスクリーニングし、抗

酸化能を持つ7種類の生薬を選択。

ト ラ イ ア ン グ ル  I  産 学 官 連 携 を 身 近 に

T R I 　 N G L E

シミ・シワの原因となる
活性酸素を強力に消去する
化粧品を開発

特許申請にこぎつけるなど、
中身の濃い研究ができた

2百種類の天然素材から
高い抗酸化能を持つ物質を発見

いしかわクリエイトラボにある
（株）ビーロードの研究本部

国の産業クラスター計画に基づき組織された「北陸ものづくり創生協
議会」。その一部門として発足した「北陸ライフケアクラスター研究会」
で昨年取り組まれた地域新生コンソーシアム研究開発事業『活性酸素
消去能を高めた生薬微粉末配合新規抗加齢化粧品の開発』が今年3月、
成果報告書をまとめる形で事業の終了を迎えた。現在は参加企業によ
る具体的な商品化が模索されている同事業の成果を関係者に聞いた。

地域新生コンソーシアム研究開発事業
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さらに、新規素材として地元特産の

野菜や外来植物を見いだした。

そして、絞り込んだ天然植物を小

太郎漢方製薬の技術力で微粉末に

し、化粧水などに溶かすのではなく、

直接肌に処方して効果を試した。

「結果は想像以上で、コンソーシ

アムの参加により地元産の食品類で

高い抗酸化能を持つものを発見し、

新たなシーズとしたことや、抗酸化

能のほかに美白効果も持った天然物

を発見することもできるなど、多く

の成果を得られました」（太田教授）。

次に待たれるのは、具体的な商

品化、事業化だ。

ビーロードの牛島ひろみ取締役

研究本部長は「生薬を使っている関

係もあって、においの面で改善の余

地はまだまだ残っていますが、これ

を逆手に取れば商品の個性になると

も考え、製品化の準備を進めている

ところです」と意気込む。

コンソーシアムに関わってのメリ

ットを、牛島本部長に整理してもら

った。

「生薬についてより詳しくなった

点と、抗酸化能について知識のスト

ックができたこと、何よりも研究資

金をいただけたことで、リースです

が液体クロマトグラフィーなどの高

価な試験機器を揃えられて、研究を

スムーズに運ぶことができました」。

今回のコンソーシアムで得たこう

した一次的、二次的成果が、北陸の

ライフケア産業醸成の芽となり、将

来熟した実を結ぶ大樹へと成長する

ことを期待したい。

北陸のライフケア
産業醸成の芽となることを期待

試作された生薬微粉未配合の新規抗加齢化粧品。現在、
商品化に向けたさまざまな試験が繰り返されている

太田富久 薬学博士
■北陸ものづくり創生協議会運営委員・北陸ライフケアクラ
スター研究会会長・金沢大学薬学部創薬科学講座天然物
化学研究室教授
■専門は担子菌類の薬効成分の探索と評価、天然物に由来
する免疫賦活活性の評価など。今コンソーシアムでは、対象
天然素材の調達及び活性測定用サンプル調製などを担当。

鈴木信孝 医学博士
■北陸ものづくり創生協議会運営委員・北陸ライフケアクラ
スター研究会副会長・金沢大学大学院医学系研究科補完
代替医療学講座研究室長・日本補完代替医療学会理事長
■専門は、補完代替医療学（機能性食品群の臨床研究など）。
今コンソーシアムでは、活性酸素消去能測定（ＸＹＺ活性酸
素消去発光系測定装置による評価）を担当。

辻本和雄 工学博士
■北陸先端科学技術大学院大学材料科学研究科教授
■専門は、有機光化学、光生物学。今コンソーシアムでは、対象
植物素材の調達及び活性測定用サンプル調製などを担当。

株式会社ビーロード
■美容室経営支援や同業務用商材卸などのほか、頭髪化粧
品を中心とした商品企画・開発、産学共同研究代行受託・
コーディネイトなどを手掛けるベンチャー企業。北陸ライ
フケアクラスター研究会にも参画。
■スクリーニングで有効と認められた活性酸素消去能を高
める配合のデータベース化や、化粧品の試作などを担当。

小太郎漢方製薬株式会社
■漢方薬の製造・販売を手掛ける医薬品メーカー。本社は大
阪市。美川町に工場を展開。
■配合候補植物の微粉末化や微粉末の滅菌方法の開発及
び植物エキス作製などを担当。

主要な参加研究者・企業の横顔
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頭脳立県石川のシンボルとも言える
「いしかわサイエンスパーク（ISP）」。
パーク内に進出した企業に、
進出の経緯や最新の
取り組みについて伺います。

いしかわサイエンスパークの一角にある「いし

かわクリエイトラボ」は、創業間もないベンチャ

ー企業や中小企業を支援するためにISICOが運営

するインキュベーション施設だ。24時間365日

利用可能なこの施設には現在、25社が入居して

おり、福祉機器の企画・開発・販売を手掛けるレ

ハ・ヴィジョンもその中の1社である。

レハ・ヴィジョンは研究や開発に専念

できる静かな環境が決め手となり、

昨年6月の会社設立と同時に入居。

1年がたった今、同社の一二三

吉勝社長は、「北陸先端科学技

術大学院大学の教授や、それ

ぞれ専門分野で固有の技術を

持つ他の入居企業の皆さんと

の交流はいい刺激になってい

ます」と話す。

その交流のきっかけとな

っているのが、毎週木曜

日、北陸先端大と進出企

業、支援機関などが集

まって開くISP昼食会

だ。ランチを食べな

がら気軽に参加でき

る交流会で、一二

三氏も積極的に足

を運んでいる。

直接、顔を合

わせることで入居企業とのコミュニケーションも

深まり、商品の技術やデザインなどのあらゆる面

で遠慮することなく、相談できる関係づくりに役

立っている。

今年4月、レハ・ヴィジョンでは、視覚障害者

向けの新商品「ポッチ」を開発した。ポッチは、

洋式や和式といったトイレの形式のほか、便座の

向き、トイレットペーパーや水洗レバーの位置な

どを音声で知らせ、視覚障害者が一人でもトイレ

を利用できるようにサポートする装置だ。

開発の際は、クリエイトラボでの交流を生かし、

部品の仕入れやデザインは入居企業に依頼した。

「同じ施設内に発注先があることで、こまめに打

ち合わせができ、イメージ通りの商品が完成しま

した」と一二三社長は話し、新商品への自信を見

せる。これまでに日本盲人会連合の会合や全国盲

学校の教員大会などの会場に設置したところ、利

用者から高い評価を得ており、日本盲人会連合の

推奨品にも認定された。

以前から同様の機能を持った装置はあったが、

70万円以上と高価で配線工事も必要だった。ポ

ッチは、1万8000円と手ごろな価格で面倒な工

事も不要だ。サイズも縦20センチ横10センチほ

どと小さく、10月の発売を前に早くも多くの予

約が届いているという。レハ・ヴィジョンでは、

駅やホテル、役場などを中心に初年度に5000台、

来年度には月1000台の販売を目指している。

F I L E . 4

レハ・ヴィジョン（株）
〒923-1211 能美郡辰口町旭台2-13

いしかわクリエイトラボ120

TEL 0761-51-0016  FAX 0761-51-0017
http://www.reha-vision.com

クリエイトラボ内の交流が
新商品の開発を後押し

周辺企業の活躍が刺激に

音声で視覚障害者のトイレ使用を誘導

入居企業との交
流から生まれた

新商品「ポッチ」。
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10億分の1メートルの世界で原子や

分子を扱い、ものづくりに生かすナノ

テクノロジー。田中氏は産業技術総合

研究所の理事として、また数多くの学

会やプロジェクトを通して、この分野

をリードする一人だ。

田中氏は現在、内閣府の総合科学技

術会議で各省のナノテクノロジー類似

プロジェクトを連携させるためのプロ

ジェクトチームに参加し、横に連携す

る国家プロジェクトの運営について積

極的な議論を展開している。ナノテク

ノロジーの魅力は、ひとつの発見で医

療や半導体、エネルギー源など、多岐

にわたって応用できる点にある。連携

プロジェクトでは異なる分野を専門と

する研究者を1カ所に集めることで、

より高い成果が期待できる。省庁間連

携プロジェクトは平成16年度から本

格的にスタートする予定だ。

田中氏は筑波石川研究交流会顧問と

いう顔も持つ。「産業技術総合研究所

をはじめ、つくばの研究機関は社会ニ

ーズを把握する上でも、産業界とのパ

イプをさらに太くしなければならな

い」と田中氏は話し、今年7月には金

沢市を訪れ講座を開くなど、交流のお

手伝いに積極的である。ナノテクノロ

ジーはあらゆる産業に応用できる技術

だけに、関心のある企業は、ぜひ、つ

くばにアクセスしてほしい。

P E O P L E FILE . 06 s s  

C O M P A N Y FILE . 06 s s  

ナノテクノロジー研究を促進するプロジェクトが始動へ

田中 一宜 氏 （独立行政法人　産業技術総合研究所）

つくばへ行こう！（県産業創出支援機構）

つくば研究学園都市（茨城県）との

交流事業を推進しているISICOでは、

これまで培ってきたつくば在住研究者

とのネットワークを県内企業の研究開

発に役立ててもらおうと、県内企業の

開発担当者らとつくばを訪れ、研究機

関の視察や研究者との交流を図る「つ

くばへ行こう！」を開催している。

5月15日から16日にかけて実施し

た「つくばへ行こう！」では、県内企

業4社から8人が参加し、「表面処理分

野」について集中的に視察。物質・材

料研究機構と産業技術総合研究所を訪

れ、それぞれ最新の研究テーマや技術

シーズについて情報収集した。

視察後には、食事をしながらの懇親

会が催され、今後の共同研究の開発を

視野に入れ研究者と名刺を交換した

り、自社で抱える技術的な問題点につ

いて相談をもちかける姿が見られた。

参加者からは、「思ったより垣根が

低く、気軽に技術相談できるように感

じた」「持ち帰って活用してみたい最

先端の技術を知ることができた」とい

った感想が寄せられ、今後の交流に期

待がふくらんだ。

「つくばへ行こう！」は今後も継続

的な開催を予定している。参加費は無

料（現地までの旅費と宿泊費は自己負

担）なので、今までになかった視点や

新たな事業展開を模索する企業は、気

軽に参加してほしい。

つくばとの共同研究への第一歩

独立行政法人
産業技術総合研究所
茨城県つくば市東1-1-1 中央第5

TEL 029-861-2571  FAX 029-861-2649
http://www.aist.go.jp/

isico@crocus.ocn.ne.jp
（石川県つくば科学技術情報センター）

県産業創出支援機構
プロジェクト推進部
石川県金沢市鞍月2丁目20番地
石川県地場産業振興センター新館1階

TEL 076-267-6291
http://www.isico.or.jp

筑波研究学園都市にある研究機関の研究員の活動と

その研究員と共同研究を行った県内企業の取り組みを紹介します。

【産業技術総合研究所】

理事 田中 一宜氏

表面処理技術について説明を受ける
参加者
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製薬メーカーの無菌室に設置するガ

ス滅菌システムの開発・製造などを手

掛けるバイオメディアでは、去る6月

に手のひらサイズの携帯型ホルムアル

デヒドセンサーを発売した。

ビル管理法の改正や住宅品質確保促

進法に基づき、屋内のホルムアルデヒ

ドの量を測定するニーズが高まってい

る。同社では、北陸先端科学技術大学

院大学（JAIST）の研究協力を得て、

3分でWHO（世界保健機構）の室内

環境基準である0.08PPM 以下のホル

ムアルデヒドを検出できる特殊な試薬

と測定用チップを開発し、センサーに

組み込んだ。

価格は9万8000円。発売後1カ月

で100台近い引き合いがあり、好調な

滑り出しを見せている。触媒の原料に

珠洲産の珪藻土を用いるほか、装置製

造を委託する機械メーカーは石川県内

の企業であり、さらに北陸先端科学技

術大学院大学ともかねてから共同研究

を進め、いしかわクリエイトラボに研

究者を常駐させている。「本社は東京

ですが、石川県とは何かとご縁があり

ます」。

こう話す羽柴社長は、企業としての

成長の根と人的ネットワークを石川の

地に張り、新たなビジネスチャンスの

創出をねらっている。

電気・電子機器の製造やソフトウエ

ア開発などを手掛けるライオンパワー

は、毎年1つの開発テーマを掲げて挑

戦する徹底した研究開発型の企業であ

る。約25年前に立案した制御盤自動

配線装置もその一つで、改良に改良を

重ね、現在までに39項目に上る特許

を取得し、同社の主力商品として年間

約1億円を売り上げるまでに成長した。

機械をコントロールする制御盤に

は、さまざまな種類の電線が複雑に張

り巡らされている。制御盤自動配線装

置は、電線や端子の種類を読み取り、

両端にチューブを挿入して圧着し、制

御盤に装着するもの。これに同社が約

2年前に開発したソフトウエアを組み

込めば、電線端末のねじ止めを除くす

べての作業を※CAD/CAMで自動化で

きる。さらに、機械のトラブルからく

る商品ロスを最小限に抑えるため、同

ソフトを携帯電話やパソコンとリンク

させ、リアルタイムで異常を知らせる

機能を取り入れた。

同装置を導入すれば、配線作業の人

員を減らせる上、例えば従来3日ほど

かかった作業が1日に短縮でき、大幅

なコスト削減を実現する。高瀬政明代

表取締役は、「配線作業の完全オート

化に向けてさらに研さんに努めたい」

と、新技術の確立に意欲をのぞかせる。

石川の地に新製品開発のネットワークを築く

（株）バイオメディア
ベンチャー

徹底した研究開発志向で成長

ライオンパワー(株)
新分野進出

■ 本社 小松市月津町ツ5番地
TEL0761-44-5411

■ 代表者 高瀬 政明
■ 設　立 昭和48年7月
■ 資本金 4156万円
■ 社員数 99名
■ 事業内容
各種ＦＡ・ＬＡロボットシステム、各種計測システム、
エレクトロニクス応用機器、各種ソフトウエアの開発、
光応用システム、磁力線応用システム、各種グラフィ
ックパネルシステム、制御盤自動配線システム、無人
搬送台車システムなど
●http://www.lionpower.co.jp/

CAD/CAM…機械や電気製品などの製作で、コンピュータで設計した図面データを基に、コンピュータで自動的に製作すること

■ 本社 東京都港区浜松町2-4-25松下ビル5F
TEL03-5776-6131
〔JAISTラボ〕能美郡辰口町旭台2-13
いしかわクリエイトラボ101号
TEL0761-51-7164

■ 代表者 羽柴　智彦
■ 設　立 平成9年4月
■ 社員数 18名
■ 事業内容
医薬品・化学工業薬品・食品等製造環境の品質管理
及び品質管理のバリデーションサポート、バリデー
ション業務、医療施設等の環境測定及び分析など
●http://www.biomedia.co.jp 
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産業構造の高度化、急速な技術革新が進む中にあって、企業にとっては

ビジネスチャンス獲得のために新たなチャレンジが求められています。

生き残りをかけ、独自の取り組みを見せる4社を紹介します。

■ 事務所 小松市大川町3-41〔小松〕
金沢市鞍月2-1いしかわSOHOプラ
ザクリエーションオフィス内〔金沢〕
TEL0761-22-8474

■ 代表者 高橋　俊充
■ 設　立 平成4年3月
■ 社員数 1名
■ 事業内容
グラフィックデザイン、ブックデザイン、パンフレッ
ト制作、シンボルマーク・ロゴタイプ、VI計画、Web
デザイン、イラストレーションなどデザイン全般
●http://takahashi-design.com

県内の中堅グラフィックデザイナー

の中で、一頭地を抜くその実力は、業

界内だけでなく多くの顧客からも高い

評価を得ている高橋さん。

出身地の小松に事務所を構えるほ

か、今年4月から地場産業振興ゾーン

にあるいしかわSOHOプラザクリエー

ションオフィスにブースを借り、金沢

市内やその近郊の顧客との打ち合わせ

や、急ぎの仕事の際に活用している。

「これまで金沢のお客様との打ち合

わせは、こちらから出向くか小松まで

来ていただいていました。金沢に小さ

いながらも拠点を設けることで、より

お客様本位に仕事をしていけたらと思

っています」。

現在は、この夏に金沢市内の顧客が

創刊した観光情報誌を手掛け、いしか

わSOHOプラザクリエーションオフィ

スを活用しながら、自らの新境地を開

こうとしている。

また、知識の幅やマンパワーが限ら

れるSOHOにとって、人的ネットワー

クは最大の宝だ。高橋さんもWeb関連

の仕事では、デザイン以外の業務は外

部に委託している。SOHOプラザから

専門知識に明るい各分野のスペシャリ

ストとの交流を広げ、協力関係を結ん

でいきたいーーと話している。

平成8年に設立したプラザ・アイの

メンバーは現在12人。九谷焼や加賀

友禅の制作、運送業、製網業など、実

にさまざまな業種から参加しており、

年齢も20代後半から70代までと幅広

い。

このグループの特色は、月1回実施

している定例会の意見交換にある。毎

年、持ち回りで各企業が抱える問題点

や新商品企画をテーマとして取り上げ

て議論し、それを開発に生かすのだ。

「一つのテーマに対して、業種も年齢

もまったく違う12人の視点が反映さ

れるので、型にはまらない商品開発に

つながる」と徳田吉臣会長が話すよう

に、これまでに商品化されたものは、

金箔技術を取り入れた装飾タイルや繊

維そのものにプリントした刺しゅう作

品などユニークなものばかり。今年は、

紹興酒を保温するための九谷焼の容器

を開発している。その一方で、定例会

ではメンバー全員の3分間スピーチが

あり、各業種の最新情報を得ることも

できる。

さらに、プラザ・アイでは、他のグ

ループとの交流にも積極的で、最近で

は台湾の企業とコミュニケーションを

深めている。今後はグループ内の12

業種に加え、海外という新しい目から

見た商品開発も進んでいきそうだ。

SOHOプラザで人的交流の拡大をねらう

高橋俊充デザイン室
SOHO

12業種の視点を取り入れた独創的な商品を開発

プラザ・アイ
異業種交流
グループ

■ 事務局 金沢市西念1-16-29
TEL076-222-3377

■ 代表者 徳田吉臣
■ 設　立 平成8年2月
■ 構成員数 12社
■ 事業内容
新製品の共同開発と共同受注、定例会の開催



ISICOではこの9月1日、県内の

中小企業に首都圏での活動拠点を

提供するため、東京都千代田区内

に「石川県ビジネスサポートセン

ター」をオープンした。これまで港

区西新橋にあった「石川県ビジネ

スサテライト」を移転したもので、

県関係者の宿泊施設となっている

紀尾井会館の1階、2階スペースを

改装した。

石川県ビジネスサポートセンタ

ーには、12の貸事務所ブースを設

けている。1ブース当たりの面積

は、従来より4倍以上広く約15m2。

利用時間も午前6時30分～翌朝

午前0時に拡大し、100Mbpsの

ブロードバンド回線を全室に完備

した。利用料金は月8万円となっ

ており、周辺の賃貸オフィスに比

べると格安だ。来客時には、共同で

利用する商談室を使って打ち合わ

せできる。

霞が関や永田町、赤坂などの都

心部に近く、JRや地下鉄への交通

アクセスも抜群の好立地。入居期

間は原則3年以内となっている。

ISICOの販路開拓アドバイザー

が常駐し、首都圏に販路を開拓す

るためのアドバイスや情報提供を

行うほか、専任職員が来客の取り

次ぎや簡単な事務作業など、秘書

業務をサポートするのも入居企業

にとっては大きなメリットだ。

同センターの村上公彦アドバイ

ザーは、「首都圏にネットワークが

ないからと諦めないでください。

販売ルートを確立するためのノウ

ハウを提供します」と、県内企業の

首都圏進出に向け腕まくりする。

平成9年から設置されていた旧

石川県ビジネスサテライトの利用

企業の中には、首都圏での支店開

設を実現した企業もある。

これから首都圏で営業展開、拠

点開設を目指す企業は、本格進出

に向けた足がかりとして、ぜひ利

用してほしい。

都心部に低コストで
オフィスを開設可能

サポート室には、アドバイザーと専任職員
が常駐。

来客時には、商談スペースで応対すること
ができる。

アドバイザーや専任職員が
営業活動をバックアップ

石川県ビジネスサポートセンター

首都圏でのビジネスチャンス獲得をサポート

東京都千代田区麹町4-8
麹町クリスタルシティ西館　石川県紀尾井会館内

TEL 03-5276-1681 FAX 03-5276-1682
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シ リ ー ズ 第12回 �

「ITは加速度的に進化し、活用方法も多岐にわたって

います。この技術をどのように採り入れ、使いこなして

いくかが、われわれのカギになっています」。

こう述べるのは、弱電機器・工作機械部品の板金加

工や塗装などを手掛ける小林製作所の小林靖典社長

だ。同社は、この業種の中小企業としては異例とも言え

る、自社開発のITシステムを駆使し、生産性の向上に挑

んでいる。

IT化の旗振り役と開発を担うのは、小林社長自身だ。

大学卒業後、就職した三菱重工で、機械制御のためのソ

フトウェアや電子技術など、さまざまな「電子武装」を

学んだ。昭和60年、父親が経営する小林製作所にUタ

ーン入社。以降、前職の経験を生かして、板金業務に適

したIT化を強力に推し進めてきた。

62年には、外注するより安いのではないかと、

CAD／CAMを自前で開発。さらに、社内に既にあった

CAD／CAMと自社オリジナルとを一体運用できるよ

う、LANが普及していなかった時代に、スカジーでハ

ードディスクを共有するシステムを構築した。ITへの

関心が高じて、同業他社に、その会社の仕様に合わせた

板金・塗装システムを開発・販売する事業も立ち上

げたが、「納品したシステムの保守に手がまわらず、今

は販売を控えている状態」と苦笑いする。

社内LANが完成してからは、各種社内情報の共有を

実現し、「SOPAK」と名付けた受注・生産・納品の統

合管理システムを自社開発し導入している。

現在、進歩著しいWeb技術を活用した新しいシステ

ムを作りテスト中だ。社内にある全機械をイーサケー

ブルで結んで工場全体をWeb上に仮想構築し、その

“バーチャルファクトリー”を通して加工機の稼働状況

をリアルタイムに把握するほか、種々の記録を自動的

に収集・分析して生産管理の向上に生かそうとして

いる。板金工作機械メーカーのアマダと共同開発した

もので、工場の機械とオフィスとをダイレクトにネッ

トワークし、不良品の撲滅やコストダウンを目指す。

「モノづくりのプロセスを情報化して、高い水準の生

産効率を望むことが可能な時代となっています。中国

からの挑戦もあって、高品質、多品種少ロット生産が命

綱の日本の産業界ではITを駆使した新しい生産方式の

確立は絶対不可欠と言えるのではないでしょうか」。

こうした危機感をバネに、小林製作所では板金加工

分野の最先端企業を目指して、IT化のたゆまぬ努力を

続けている。

ITをビジネスに生かすためのポイントは何か。

IT導入の参考としていただくため、

ビジネスにITを積極的に活用している事例をご紹介します。

（株）小林製作所

自社開発したITシステムで高い生産性を追求

● 社長自らシステム開発に取り組む

●“バーチャルファクトリー”を構築中

工場内の機械の稼働状況を
把握する“バーチャルファク

トリー”を現在テスト中

自ら社内ITのシステム開発
に取り組む小林靖典社長

金沢市稚日野町北24番地

TEL 076-268-4328 FAX 076-268-4329
http://www.kobayashi-mfg.co.jp/
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インフォメーションテーブル

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです。

IN F O R M A T IO N T A B L E

9月26日（金）■ IT  Happy  Talk  2003 石川県広坂庁舎1号館　 15：30～17：15 ●県情報システム工業会会員 県情報システム工業会
「バリアフリーなホームページ」 （旧県庁舎） 無料 TEL 076-267-4741

●非会員　1,000円

9月 26日（金）■特許電子図書館（IPDL）説明会 金沢市異業種研修会館 13：30～16：00 無料　 県産業創出支援機構
TEL 076-267-6291

9月26日（金）■産業大学講座 トライアルラボ　 13：30～16：30 無料　 県産業創出支援機構
「遺伝子組み換え菌を用いた有用物質の生産」 第2研修室 TEL 076-267-8108

9月30日（火）■産業大学講座 トライアルラボ　 13：30～16：30 1,000円　 県産業創出支援機構
「電子機器の不要輻射対策」 第2研修室 TEL 076-267-8108

10月 8日（水）■ ITシステム構築技術者養成講座 県ソフトウェア 9：00～17：00 60,000円 県ソフトウェア
～10日（金） ～ネットワークスペシャリスト編～ 研修開発センター 研修開発センター

「Windows2000 ネットワークの構築Ⅰ」 TEL 076-267-8000

10月16日（木）■バーチャルショップ道場 県ソフトウェア　 13：00～16：00 5,000円 県産業創出支援機構
〈お店ホームページ作成＆CGI講座〉 研修開発センター TEL 076-267-1145
「お店ホームページの設計」

10月17日（金）■ IT  Happy  Talk  2003 Kanazawa  BizCafe ●講演 ●県情報システム工業会会員 県情報システム工業会
「ものづくりの心」 16：00～18：00 3,000円 TEL 076-267-4741
～コンテンツビジネスと著作権～ ●懇親会 ●非会員　

18：15～19：45 4,000円

10月17日（金）■産業大学講座 トライアルラボ　 13：30～16：30 1,000円 県産業創出支援機構
「CMMによるソフトウェア 第2研修室 TEL 076-267-8108
開発のプロセス改善」

10月28日（火）■バーチャルショップ道場 県ソフトウェア　 13：00～16：00 5,000円 県産業創出支援機構
〈お店ホームページ作成＆CGI講座〉 研修開発センター TEL 076-267-1145
「ホームページで使用する画像処理・加工」

11月 5日（水）■ ITシステム構築技術者養成講座 県ソフトウェア　 9：00～17：00 60,000円 県ソフトウェア
～7日（金） ～ネットワークスペシャリスト編～ 研修開発センター 研修開発センター

「Windows2000 ネットワークの構築Ⅱ」 TEL 076-267-8000

11月13日（木）■バーチャルショップ道場 県ソフトウェア　 13：00～16：00 5,000円 県産業創出支援機構
〈お店ホームページ作成＆CGI講座〉 研修開発センター TEL 076-267-1145
「ページ作成（基本）」

11月14日（金）■ IT  Happy  Talk  2003 Kanazawa  BizCafe ●講演 ●県情報システム工業会会員 県情報システム工業会
「セキュリティ対策最前線」 16：00～18：00 3,000円 TEL 076-267-4741

●懇親会　 ●非会員　

18：15～19：45 4,000円

日程 テーマ 場所 時間 費用 お問い合わせ先

セミナー 経営力UP、技術力UP等に役立つセミナーのご案内です。

10月 9日（木）■韓国・大邱デジタル 韓国・大邱展示　 県産業創出支援機構
～12日（日） エンターテイメント産業博覧会 コンベンションセンター TEL 076-267-1145

（DENPO） 1・3階（EXCO  Deagu）

10月29日（水）■ 2003中小企業ビジネスフェア 東京ビックサイト　 「2003 中小企業ビジネスフェア
～31日（金） in TOKYO」事務局

TEL 03-3524-4668

10月29日（水）■中小企業テクノフェア2003 東京ビックサイト　 県産業創出支援機構　企業振興部
～31日（金） TEL 076-267-1140

10月29日（水）■中小企業ビジネスメッセ2003 東京ビックサイト　 （財）中小企業異業種交流財団
～31日（金） TEL 03-3584-0707

11月 5日（水）■東京コンテンツマーケット2003（秋） 東京国際フォーラムB2F 東京コンテンツマーケット2003 [秋]
～6日（木） 展示ホールB 運営事務局

TEL 03-5772-3037

日程 テーマ 場所 お問い合わせ先

イベント ビジネス関連の各種フェア・シンポジウム等のご案内です。



2003  AUTUMN ISICO 19

設備資金貸付

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備資金の1/2以内を長期・
無利子で貸付

【貸付限度額］】50万円～4,000万円（特例25万円～6,000万円）
【利息】 無利子
【期間】 7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

※保証人必要。貸付金額1,000万円超の場合、原則として物的担保が必要

設備貸与（割賦・リース）

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備をISICOが
代わって購入し、長期・低利で貸与（割賦またはリース）

【貸付限度額］】100万円～6,000万円
【利息】 割賦損料／年2.75％（実質金利2.00～2.25％）

リース料／月1.408％（7年）～3.006％（3年）
【期間】 割賦／7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

リース／3～7年（設備引渡の翌月より、毎月自動振込）
※保証金10％（割賦制度）。原則として保証人のみ

金融 経営の安定や積極的な事業展開を支援する融資・助成制度のご紹介です。

設備資金貸付事業・設備貸与事業・モノづくり等設備貸与事業
平成15年度、石川県産業創出支援機構では、以下の貸付・貸与事業を実施しています。

事業転換計画策定支援事業

経済環境等の変化により構造的な
供給過剰となっている産業から、
今後の成長が期待される分野へ、
経営資源の円滑な移転を応援しま
す。お気軽にご相談ください。

【支援対象】
事業転換・新分野進出を計画している
県内の企業及びグループ

【支援内容】
1. 転換・進出先分野の経営ノウハウ
等の調査委託

2. 事業転換計画策定のためのコンサ
ルタント派遣

3. 社内研修会への講師派遣
4. 事業転換支援融資（県制度金融）

小松市の土木・建築工事業者である丸
西組は、小松市千代町に介護付有料老人
ホーム「ウエルネスふらま」を建設中で
す。ホームの運営は同社の子会社である
ニシ・ウエルネスが行います。
県産業創出支援機構では、県や金融機
関とともに支援チームを結成し、10月
末のオープンに向け、専門家による運営
計画のアドバイスや従業員研修のための
講師派遣、事業転換支援融資(県制度金

融)などの支援を行っています。
ウエルネスふらまでは、インターネッ
ト回線でつないだテレビ電話を使い、医
師との健康相談や家族との会話を行うこ
とができます。このようなシステムを持
つ老人ホームは県内では初となります。
ほかにも、低料金設定や色彩心理学に基
づく施設内の配色などの特徴があります。
現在、入居者を募集中で、施設見学・
ご相談も受け付けています。

モノづくり等設備貸与（割賦）

【内容］】 創業・経営基盤の強化に必要な設備をISICOが
代わって購入し、長期・低利で貸与（割賦）
※ただし、次のいずれかに該当する企業であること

●モノづくり再生支援プログラム対象企業
●経営革新支援法等承認企業　●地域貢献型企業

【貸付限度額］】100万円～6,000万円
【利息】 割賦損料／年2.75％（実質金利2.00～2.25％）
【期間】 割賦／7年以内（うち据置期間半年または1年以内）

※保証金10％（割賦制度）。原則として保証人のみ

さらに、利子補給を実施します。

●IT（情報技術）分 0.75％ ●モノづくり再生支援分 0.75％
●一般分 0.50％
※平成15年度設備貸与制度等を利用して、
平成16年3月末までに設備を導入した企業が対象です。

【問い合わせ先】

県産業創出支援機構
経営支援センター
TEL 076-267-1244

県産業創出支援機構では、
県内の企業が取り組む事業転換、
新分野進出を支援しています。

■ 名称 ウエルネスふらま
■ 所在地 小松市千代町と100番１

(JR小松駅より車で10分)
■ 構　造 鉄筋コンクリート3階建て
■ 仕様等 全個室47室、

トイレ・洗面・エアコン完備
■ お問い合わせ
ニシ・ウエルネス(株)
TEL0761-22-6141
http://www.marunishigumi.co.jp

土木・建築工事業から
有料老人ホーム運営へ進出

支援チーム結成
第１号

(株)丸西組

【問い合わせ先】 県産業創出支援機構 企業振興部 TEL 076-267-1140



T O P I C S
イ シ コ ・ ト ピ ッ ク ス

今回の特集は、「石川のモノづくり」をテーマに、
この逆境をものともせず、独自の技術と創意工夫
によって活路を見いだしている県内製造業を紹介
ました。取材を通し、石川のモノづくりの底力を
感じ、良い刺激になりました。ISICOでは、モノ
づくりに対し、さまざまな支援メニューをご用意
しております。ぜひご活用ください。

［発行月］2003年9月（年4回発行）［発行所］財団法人　石川県産業創出支援機構［編集協力］ライターハウス／金沢市問屋町1丁目75番地

販売力、営業力の強化に何が必要か
新商品販売強化セミナー

「新商品販売強化セミナー」が7月7日、県地場産業振興センター

新館で開かれ、M.M.D研究所の柏原基氏が「販売チャネルの構築と営

業強化～T×Rの法則～」をテーマに講演し、不況やデフレなど、厳し

い環境の中で企業が勝ち抜いていくための営業体制の構築などについ

て解説した。この中で、柏原氏は「経営は急激に悪化するわけでなく、

数年前のプランニングの失敗に起因する」と述べ、「だからこそ、数

年後の業績を良くするために

は、今何をするかが問われる」

と警鐘を鳴らした。また、営

業マンの育成については「設

定した目標を達成できなかっ

た場合、その原因をしっかり

分析する検証作業が不可欠」と

話し、参加した119人の経営

幹部らが熱心に耳を傾けた。

ブロードバンド先進国の最新事情を紹介
韓国・最新コンテンツビジネスセミナー

ISICOがかねてから進めている韓国・大邱市とのITベンチャー交流

の一環として8月11日、県地場産業振興センターで「韓国・最新コ

ンテンツビジネスセミナー」が開催され、県内企業から36人が参加

した。セミナーでは、デイコムサイバーパス社の徐崙豪（ソ・ユン

ホ）氏が、韓国コンテンツビジネスの最新情報を紹介。ITベンチャー

と大企業が連携して発展する現状を解説するとともに、日韓両国が

互いに補完しあって技術レベルを向

上させていくべきと述べた。また、

大邱市にあるベンチャー企業のイン

キュベーション施設「大邱デジタル

産業振興院」の入居企業についても

紹介した。

技術と経営の融合策を探る
技術経営(MOT)フォーラム

ISICOと北陸産業活性化センター、県ソ

フトウェア研修開発センターは8月8日、

県地場産業振興センターで技術経営

(MOT)フォーラムを開いた。当日は、「新

産業創出のための技術と経営の融合を目指

して」をテーマに、北陸先端科学技術大学

院大学の亀岡秋男教授と近藤修司教授、関

ケ原製作所の矢橋昭三郎代表が講演。現代

社会では、技術者、研究者だけの努力で解

決できない問題が

山積されているこ

とから、新産業創

出や新事業開拓に

必要な技術経営に

ついて説明した。

県産業政策課長に菊川氏
石川県人事

石塚康志商工労働部産業政策課長が公正

取引委員会特別審査部に転出し、後任に7

月2日付で、経済産業省の菊川人吾環境政

策課長補佐が就任した。同部企画調整室次

長、中小企業再生・事業転換支援対策室次

長を兼務する。菊川氏は、京都大学農学部

卒業後、平成6年に旧通

産省に入り、流通産業課

総括班総括係長などを経

て現職。33歳。

予想を上回る参加者が販売力の強化策を学んだ。 北陸先端大の教授らが講演した。

IT先進国である韓国企業との連携を模索した。


